
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

児童虐待通告件数の目標数は設定が困難である。児童虐待通告は１００％の対応を維持する必要がある。

今年度の見直し
内容

教育委員会や児童会館の公式キャラクターと１８９ダイヤルを掲載したステッカーを作成し、市立幼稚園・学校、児童会館に掲出しこどもや保護
者、地域住民に幅広く周知する。

来年度以降の方
向性

普及啓発について、企業や団体と連携した取組を進める。

100% 100% 100% 100% 100% 100%

↓

アウトカム
成果指標2

児童虐待通告対応の達成率 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

1641件 － 1738件 － － －

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

オレンジリボン地域協力隊員養成研修の受講後のアンケートにて学んだことを活用できる割合（令和６年度
から実施）が高水準で継続していることから普及啓発の効果があると判断する。

アウトプット
活動指標2

児童虐待通告件数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

－ 80% 97.80% 90% 90% 90%

↓

アウトカム
成果指標1

オレンジリボン地域協力員養成研修で学んだことを今後活用
できる

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

20684人 21301人 21608人 22231人 23161人 24100人

人工

指標

アウトプット
活動指標1

オレンジリボン地域協力員登録数（人） という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.5 人工

令和7年度予算額 51,000 千円 うち特定財源 16,534 千円 正規職員業務量 0.5

正規職員業務量 0.5 人工

令和6年度決算額 39,689 千円 うち特定財源 14,430 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0.5 人工

令和6年度予算額 46,000 千円 うち特定財源 11,244 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

①一般市民への普及啓発を継続的に推進し、虐待の防止及び早期発見につなげる②休日等も含めた虐待通告
に対する迅速に対応していく。③児童及び保護者等の心理的ケアを実施し、虐待の再発防止等に努める

他都市の状況

児童相談所が設置されている都道府県及び政令市はいずれも児童虐待防止の普及啓発事業を実施している。
休日夜間の初期調査を委託している自治体は少ない。

市民参加の実施

令和5年度決算額 35,935 千円 うち特定財源 13,004

施策名 子どもの権利の保障が進み、子ども一人一人が自分らしく伸び伸び

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

普及啓発により虐待防止を図る。また、通告から４８時間以内に児童の安全確認を行うことが望ましいとされる国の指針に応じ
るよう初期調査の委託事業を実施する。

事業内容
（何を実施し）

①児童虐待防止の広報啓発
講演会や研修会を実施し一般市民に対する普及啓発をするほか、関係機関に児童虐待防止ハンドブックを配布し、児童虐待
の早期発見、対応についての連携を強める。
②休日夜間の児童虐待通告等に関する初期調査業務
休日及び夜間の虐待通告等に迅速に対応する。
③被虐待児やその保護者への心理的ケア等の実施

事業名 児童虐待防止対策費

評価担当課 所   属 子）児童相談所　地域連携課 電話番号 011-622-8620

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 23695


